
  

 

 
ROTARY CLUB OF NAGOYA AIRPORT since 29 July,1974 

2182 回例会 

      2024 年 10 月 21 日 (月) 第 12 回       

● 司  会 SAA  今村 佳保里 君 

● 点  鐘 会 長  近藤 和彦 君 

● 斉  唱  ロータリーソング「それでこそロータリー」 

       「もみじ」  

● 例会行事  アテンダンス表彰、ニコニコボックス 

最高協力賞、会員誕生日、結婚記念日 

 

● ゲ ス ト  卓話 地区米山記念奨学委員 

小川 剛史 君（名古屋北 RC） 

「米山の寄付について 

～その現状と展望～」 

 

         会 長 挨 拶                
名古屋空港ロータリークラブ 会長 近藤 和彦 君 

 
 

皆さんこんにちは。今日もご出席いただきありがとうござ

います。 

先日の５０周年前夜祭から式典・祝宴とお疲れ様でした。

祝宴のお見送りでは、「立派でした素晴らしかった」との

お声がけを多数いただきました。 

 

 

 

また、海外姉妹クラブをお見送りしたときには「本当に楽

しかった」とのお声がけを頂き、楽しんでいただけ成功裏

に終えられたと思います。実行委員会の皆様には本当にご

尽力いただいたと感謝申し上げますとともに、記念誌につ

いては引き続きよろしくお願いいたします。 

本日は、第１例会が周年式典であった関係から、この後、

祝福行事を行いたいと思います。該当の皆様おめでとうご

ざいます。続いて、名古屋北ロータリークラブ小川剛史地

区米山奨学委員から卓話を頂きます。よろしくお願いいた

します。 

さて、１０月のロータリーは米山月間です。この後卓話も

頂きます。ですので、私のご挨拶は別のことを思い、いつ

ものネタ探し、今日は何の日調べてみました。１２個出て

きました。いくつかご紹介いたします。まずは、今日は

「国際反戦デー」です。日本で、後に哲学者のジャンポー

ルサルトルが称賛したベトナム戦争に対する反戦活動が行

われた日にちなんで、ベトナム戦争終結後に制定されたそ

うです。なお、頭に国際とありますが日本国内での記念日

です。今も世界の各地で戦争がありますが、一日も早くな

くなることを祈るばかりです。次は「あかりの日」。ピン

ときた方もいらっしゃると思います。トーマスエジソンが

明治１２年に実用的な電球を完成させた日とされていて、

日本電球工業会や日本電気協会などが制定しました。フィ

ラメントに京都石清水八幡宮の竹が使われたお話しは皆様

ご存知だと思います。２万回もの実験の結果たどり着いた

素材とされていて、記者から「二万回も失敗したのに、よ

く諦めませんでしたね」と尋ねられ「私は一度も失敗して

いない。１９，９９９の上手くいかない方法を発見しただ

けだ。」と答えたとの逸話があります。その他の記念日に

は早稲田大学開校記念日とかあるのですが、祝福行事もあ

りますので今日はこの辺りで本日の会長挨拶といたしま

す。ご清聴ありがとうございました。 

 



        委 員 会 報 告            
● 出席

 

● ニコニコボックス報告（ 稲熊 正徳 君 ） 

 

本日の米山月間の記念卓話よろしくお願いします。 

３年ぶりにお邪魔いたします。 

           米山奨学委員会 小川 剛司 君 

 

小川剛史君、卓話よろしくお願いいたします。 

長寿犬として、チワワの「ナッツ」が名古屋市健康福祉局

より表彰されました。         近藤 和彦 君 

 

小川剛史君、本日の卓話楽しみにしています。 

    稲熊 正徳 君 

 

陰の功労者、暮沼君、海外姉妹クラブのアテンドありがと

うございました。           入谷 宏典 君 

 

結婚記念日を祝っていただいて。    内海 辰巳 君 

 

いつも元気で。            菅沼 智宏 君 

 

結婚記念日を祝っていただいて。    中林 正人 君 

 

アテンダンスを祝って頂いて。   鈴木 恵一 君 

 

アテンダンスを祝っていただいてありがとうございます。 

                   山内 佳紀 君 

 

結婚記念日を祝っていただきありがとうございます。 

安江 寛二 君 

 

     

今日も元気で！ 

 
 

 
ご協力ありがとうございました。 

 

 

地区米山記念奨学委員 小川 剛史 君 

『米山寄付について～その現状と展望～』 

 
 

本日、ロータリー米山記念奨学事業の卓話をさせていただ

きます、名古屋北ロータリーより出向しております、小川

剛史と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

平素は米山記念奨学事業へのご理解とご尽力をいただき、

誠に有り難うございます。 

名古屋空港ロータリー様には、１９９０年度以来、これま

でに１１名の奨学生を受け入れていただき、また、大変貴

重なる寄付金をいただいており、委員会を代表してお礼申

し上げます。また今年、空港ロータリー様におかれまして

は、五十周年を迎えられ、先日も記念式典行事が盛大に執

り行われたとお聞きしております。併せてお祝い申し上げ

ます。 

 

私は地区出向４年目になります。ご存知の方もおられるか

と思いますが、３年前の初めての卓話を空港ロータリー様

でさせていただきました。その時、用意していた動画が作

動せずに右往左往したという苦い思い出があります。今回

はそのリベンジということではないのですが、米山事業と

活動についてご理解をいただくべく、卓話をおこないたい

と思います。 

 

１． 米山事業の概要(豆辞典１～５頁) 

 

➀米山記念奨学事業は１９５２年、日本最初のＲＣを設

立した米山梅吉さんの功績を 

記念して設立された奨学制度。外国人留学生の方のみ

を対象とした、日本ＲＣ独自の事業で、今年設立７２

周年を迎える。 

②１９５４年に第１号の奨学生がタイから来日。２年後

に日本で勉学する在日留学生を対象とする今の方式に

変更される。 

③１９５７年に、日本の全てのロータリークラブの共同

事業として継承され、１９６７年には財団法人ロータ

リー米山記念奨学会設立。２０１２年には公益財団法

会員数 48 出席率 86.36 ％
出席義務者 24 出席義務者 6
出席免除者 14 出席免除者 4
出席合計 38 欠席合計 10

本日の例会

出
席
者

欠
席
者

市川　　孝 君 伊東　由之　君 稲吉　將秀 君
井上　辰男 君 今村佳保里 君 片山映理子 君
金井　和治 君 川口　直也 君 北園　守生 君
串田　正克 君 國田 武二郎 君 栗田　和典 君
武田　英昭 君 田邊　雅彦 君 照井　通夫 君
戸谷　仁美 君 中島　俊朗 君 原田　好展 君
前田　幹太 君 松井　ゆか 君 三好　潤 君
安川　正勝 君 山内　佳紀 君

本日の協力 33 名 54,000   円
本年度の協力累計 479,000 円



人に組織変更される。 

④米山記念奨学委員会の事業は米山梅吉さんの功績を偲

んで行われた事業。 

⑤財団の資金に米山家の資産が使われているわけではな

く、財源はすべてみなさんからのご寄付で成り立って

いる。 

 

２． 世話クラブ・カウンセラー制度と奨学金支給方法につ

いて(豆辞典６・２９頁) 

 

 ➀この奨学金の最大の特長➾１９７１年に発足した『世

話クラブ・カウンセラー制度』 

②奨学生と会員との間の架け橋となっていただく役割。 

③世話ロータリークラブ会長より手渡しで奨学金に支給。

(学部生は月額１０万円、修士・ 

博士課程は月額１４万円) 

④２０２３年４月より送金という奨学金支給方法も選択

可能。 

⑤奨学生１人当たり年額６０，０００円が奨学生の例会

昼食代・クラブ内行事参加費など 

をカバーする補助費の交付➾当奨学会よりクラブ口座

に交付。 

 

３． 米山奨学生の動向(豆辞典１１・１３頁) 

 

➀外国人留学生を対象とする民間の奨学金では国内最大

規模。 

②２０２４年度は日本全国で９２６人(新規６３１人・継

続２９５人)が採用、各ロータ 

リークラブでお世話頂いている。 

③累計では世界１３３の国と地域からの奨学生 

２４，１３３人を支援。 

④奨学生の国・地域別の割合➾累計では中国、韓国、 

が多く約７割を占めている。 

⑤最近ではベトナムからの奨学生が急増しており、現役

の奨学生においては中国に次いで２番目に多くなって

いる。 

⑥当地区では今年度合計５６名の奨学生を受け入れてい

る。国・地域別には、中国・韓国・ 

モンゴル・ベトナム・ネパール等となっている。 

 ⑦中国の割合が多い理由 

  ・直近１０年間約４０%台を推移。 

  ・指定校在籍奨学生では５６%。 

  ・国別のバランスや、中国国内の出身地域が多様に 

なるように配慮。 

 ⑧２０２５年度は日本全国９５０名採用。当地区割当は

５１人(１６人継続・３７人新規) 

 

４． 寄付金について (豆辞典７・２２～２３・２６頁) 

 

➀２０２３­２４年度の寄付金収入は１４億４５６８万

円。前年度から約２，３００万円増加。 

②寄付はクラブから会員数分を治める「普通寄付金」と、

個人・法人・クラブから任意で出す「特別寄付金」の

２種類。後者については表彰の対象となる。 

③地区別の個人平均寄付額➾昨年の全国の個人平均寄付

額は、１７，２９３円。 

前年度より３３３円の微増。最も多かったのは第２７

６０地区の３６，９３５円。 

④２０２２­２０２３年度の当地区1人あたりの平均額 

 は１５，０３２円。全国で１５位。 

⑤これまで下回っていた全国平均寄付額を２１，９０３

円上回り、当地区で第１位となる。⑥前年比個人平均

寄付額・前年度伸び率で１位。 

⑥地元の企業より１億円という多大な寄付金をいただい

たことが大きな要因。 

⑦特別給付者割合➾全国平均は過去最大の４７．３％。

当地区は３５．５％で全国２５位⑧当地区は会員数が

全国で最も多いにもかかわらず、特別給付者割合が全

国平均を下回 

 っている。 

⑨名古屋空港ロータリー様➾普通寄付額として年間 

２０２，０００円。 

寄付金累計額(普通+特別)は、２８，７７５，９４６円。

(２０２４年６月３０日現在) 

 

５． 奨学生の採用数と寄付金との関係について(豆辞典 

１２頁) 

 

➀米山奨学生の採用数は、ほぼ寄付金額で決定。 

②地区割当数は寄付実績から下記の４つの要素の対全国

比で算出される。(豆辞典１２頁) 

 

・年間寄付総額：５０％ 

・個人平均寄付額：３０％ 

・特別寄付者割合：１０％ 

・有資格者数(地区内で対象となる留学生)：１０％ 

③これらの要素が他地区より増えれば、その地区の採用

枠が増える。中でも個人平均寄付 

額は地区の規模に左右されることなく、寄付増進の成

果が反映される指標の一つで 

あり全国各地区で寄付増進の取組みが積極的に行われ

ている。 

 

６． 採用基準項目について 

 

➀全国統一の『選定基準と評価表』での評価により行わ

れる。全３４地区共通。  

その基準対象とは 

・将来の目標・留学の目的がきちんとしているかどうか 

・交流への熱意があるかどうか 

・人柄の良さ 

・コミュニケーション能力の高さ 

 ②採用の条件とは 

・配属された世話クラブの例会に毎月１回は必ず出席



する 

・７回ほどある年間行事に出席する 

※そして、奨学生を卒業した後は学友会に入り、学友と

なる。 

 

７．学友と学友会  (豆辞典１４～２１頁) 

 

➀学友会➾奨学制度を終了された方の会。 

②これまでの累計元奨学生(学友)は２万人以上、米山学

友会は日本国内に３３、海外に１０(合計４３) 

 ③奨学生たちは、個人としてもさまざまな形で活躍。 

・教育や研究  

・NPO や NGO 

・起業する人  

・学友からロータリアンになった人(３０２人)  

ガバナーになった学友(３人) 

④米山学友会は２年に 1 回、世界大会が開催される。次

回は２０２６年６月、ロータリアンの国際大会に合わ

せて、台湾で開催予定 

 

８．最後に 

  

 ➀危機管理への対策(豆辞典１０頁) 

  

 ②何卒、寄付へのご協力を！！ 

 

 ③是非次年度は、奨学生の受け入れをよろしくお願い 

いたします！！ 

 

 
～ ア テ ン ダ ン ス 表 彰 ～ 出 席 委 員 会  

2 年  大 河  裕 之  君   

6 年  サ ル ピ テ ィ コ ラ ラ ダ ル マ シ リ プ リ ヤ ン タ  君  

1 1 年  早 川  正 倫  君  

1 2 年  山 内  佳 紀  君  

3 7 年  山 田  幹 雄  君  

4 4 年  鈴 木  恵 一  君  

 

～ 会 員 誕 生 日 ～    親 睦 委 員 会  
1 3 日  暮 沼  勇 二 郎  君  

2 6 日  サ ル ピ テ ィ コ ラ ラ ダ ル マ シ リ プ リ ヤ ン タ 君  

 

～ 結 婚 記 念 日 ～  
1 0 日  内 海  辰 巳  君  

1 3 日  太 田  哲 郎  君  

1 4 日  中 林  正 人  君  

1 5 日  安 江  寛 二  君  

 

     
   

  
 

～9 月ニコニコボックス最高協力賞～ 
       ニコニコボックス委員会 

菅沼 智大 君 

 
 



 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 



 

～ゴルフコンペ～ 
2024 年 10 月 24 日 東名古屋カントリークラブ 

 

 
衜衝衞衟衠衡優勝 高山 光雄 君 

準優勝 入谷 宏典 君 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 


